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指標①
定住・移住促進施策に
よる移住者数による所
得額

7,420 千円 平成30年3月 9,006

指標② 新規就農者数による
所得額

650 千円 平成30年3月 0
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利用者数

2,500 人 平成30年3月 0
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平成29年度　地方創生拠点整備交付金に係る事業実施結果報告

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）
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実績値を踏まえた事業の今後について

指標

1

地方創生型若者向け定住・移住モデル事業

「事業概要」
　当町では、若者の流出、農業の衰退が衰退が危惧されている。そのため新規
就農者が優先して入居できる環境、若者が安心して住める環境を整備する必
要があり、当町における課題解決型の地方創生型定住・移住住宅を先導的な
モデル住宅として4棟4戸(4世帯分)を整備することにより、農業後継者となりうる
新規就農者の"しごとづくり"と若者の定着から出産・子育て・教育に繋げ、単な
る「ハコモノ行政」ではなく、転入による入居者の所得を生み出すことにより地域
の活性化が図られ、地方版総合戦略に基づく未来への投資の基盤に繋がる事
業としての整備を図る。また、住宅建設による建設業界の活性化、木材使用に
よる林業の振興と循環型社会の推進、住宅団地内に建設することによる分譲
地の販売促進、入居者による所得を生み出すことによる地域の活性化、住宅
団地内におけるコミュニティの形成など多くの波及効果をもたらすことにより民
間による投資も生まれ、町全体の定住促進に繋がるものである。

浅川町大字滝輪字滝ノ台地内(花火の里ニュータウン内)
　木造2階建て　2棟2戸(57.96㎡/1戸)×2=231.84㎡
　　17-6区画A・B棟(2戸) 57.96㎡×2戸=115.92㎡
　　17-7区画C・D棟(2戸) 57.96㎡×2戸=115.92㎡

拠点整備交付金1次 79,318,000
①地方創生
に非常に効
果的であった

総合戦略の
KPI達成に有
効であった

・計画どおりに進めており、素晴らしいと思う。
これからも町活性化に向けて、町民と共に進
めていければよいと思う。
・4世帯11人の入居があり、若者が定着するこ
とで花火の里ニュータウンの販売促進にも繋
がることを期待する。
・建設されたモデル住宅に入居されたことは評
価できる。
　今後、入居された方々が定住されるような環
境づくりを促進されることを期待する。
・若者向け住宅の建設は大賛成で、もっと早く
この事業を展開してほしかった。
　事業資金調達の問題はあるが、花火の里
ニュータウンの今後の売れ行き状態を考える
時に、空き地問題を解決する良い方法である
と思う。
・入居者があり、一定の事業効果があったと思
われる。
　今後、退去後も当町に住み続けて行くよう、
色々な特典や税制度面での優遇措置を検討
してはどうか。
・入居者がすぐに決まり、若者には好評であり
今後も続けて実施してほしい。

予定通り
事業終

了

No

④ ⑤ ⑥ ⑦

交付対象事業の名称
交付金の

種類

本事業における重要業績評価指標（KPI）
本事業終了後における実績

値
外部有識者からの評価

　若者向けの定住・移住モデル住宅としては、新規就農者による目標
は達成できなかったものの、町外から5世帯の申込みがあり、入居者
選考委員会による選考の結果、建設したモデル住宅数の4戸に子育
て世帯4世帯11名(うち18歳未満3名)が入居決定となり、当町における
若者世代、子ども、所得、いずれも増となり事業効果があった。
　また、今後一定期間(5年以上)の定住及び出生(出産予定者1名あり)
による人口増も見込まれ一定の効果があることから、本事業は予定
通り事業を終了するものとし、移住者がモデル住宅退去後にニュータ
ウンの分譲地の購入及び住宅の建設に繋がるようにしたい。

2
総合戦略の
KPI達成に有
効であった

・企画を次々に立て、情報発信基地になれば
更に良いと思う。
・平成30年度は目標を達成しており、効果は
あった。
　今後は更に利用者増へ向けて工夫をしなが
ら進めてほしい。
・今後も町民誰もが足を運び易い環境づくりを
促進してほしい。
・図書館の創設は町民の願いであったと思う。
　何より図書館と併設して交流施設が設けら
れ、土・日曜日の開設は大変助かっており、
色々な会議で使わせて頂いている。
・おはなし会、レク教室等良かったと思う。
　今後も世代的交流の場として各種事業を開
催してください。
・空調設備も良く、夏休みの子供達が喜んで
利用されたとのことで、素晴らしい図書館(多
世代交流拠点施設)だと思う。

地方創生型多世代交流拠点施設整備事業

「事業概要」
　当施設は、寄附採納があった旧病院施設であり、幼保一体化施設が隣接す
る子育て重点地域に多世代交流拠点施設として整備を図るものである。また、
利活用促進のため、保健師・保育士と町のボランティア団体による「親子でわく
レク教室」や「子育て何でもお助け教室」等を開催するとともに、妊娠から出産、
子どもが生まれた後も子育てに関する切れ目ないサポートを提供する総合的な
サービスを関係者が一体的に支援する仕組みとなる「ネウボラ拠点」を兼ね備
えた施設とすることにより長期的かつ総合的な育児支援がワンストップで可能と
なる。さらには、施設の改修においては、単独事業による図書館機能の併設に
より、町民誰もが気軽に訪れ交流が図れる施設として一層の利活用を図るもの
である。

浅川町大字簔輪字山敷田地内
　多世代交流拠点施設改修　172.07㎡
　(旧会田病院浅川診療所)

拠点整備交付金1次 16,484,040
③地方創生
に効果があっ
た

予定通り
事業終

了

　施設のオープンが、平成30年4月1日となってしまったことから、平成
29年度内の目標である利用人数は達成できなかったが、図書館と併
設していることもあり、4月オープン以降、8月までの実績では月平均
947人、最高1,156人/4月の施設入館者がおり、5か月間の合計では
4,734人となり、既に平成30年度の目標値3,000人を上回っている。ま
た、きいてみておはなし会や親子でわくレク教室などでも6回、延べ参
加人数169人の参加者がおり、夏休み期間中の交流室(会議室)開放
では小・中・高生377人の利用実績があり、現在まで一定の事業効果
があった。
　(参考：昨年までの図書室と図書館での利用人数としても、8月までの
利用実績では、前年対比674人の増、145.6％となっている。)
　一定の効果があることから本事業は予定通り事業を終了するものと
し、今後も、子育て重点地域として、更なる利活用促進を図るべく多様
な事業の実施を進めていきたい。
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